
平成年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

二

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
よ
り
電
子
署
名
（
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
二
年
法
律
第
百
二
号
）
第
二
条
第
一
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
電
子
署
名
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。）が
行
わ
れ
た
前
号
の
署
名
用
電
子
証
明
書
に
係
る
者
の
個
人
番
号
及
び
個
人
識
別
事
項
（
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
内
閣

府
・
総
務
省
令
第
三
号
）
第
一
条
第
一
項
第
二
号
（
通
知
カ
ー
ド
記
載
事
項
が
個
人
番
号
提
供
者
に
係
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
等
）
に
規
定
す
る
個
人
識
別
事
項
を
い
う
。）に
係
る
情
報
で
、
同
令
第
四
条
第
一

号
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
個
人
番
号
の
提
供
を
受
け
る
場
合
の
本
人
確
認
の
措
置
）
の
規
定
に
よ

り
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の

三

第
一
号
の
署
名
用
電
子
証
明
書
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
電
子
署
名
が
行
わ
れ
た
情
報
で
、
当
該
署
名
用
電
子
証

明
書
に
係
る
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
個
人
番
号
に
係
る
も
の

第
八
十
一
条
の
七
第
二
項
第
一
号
中
「
又
は
法
人
番
号
を
」
を
「
及
び
法
人
番
号
を
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「
名
称
」
の
下
に
「
又
は
署
名
用
電
子
証
明
書
等
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
署
名
用
電
子
証
明
書
等
を
い
う
。
以

下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）の
送
信
を
受
け
た
旨
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
届
出
書
を
、」を
「
届
出
書
（
」に
、

「
を
添
付
し
て
」
を
「
の
添
付
が
あ
る
も
の
又
は
そ
の
提
出
の
際
に
そ
の
者
の
署
名
用
電
子
証
明
書
等
を
送
信
し
て

い
る
も
の
に
限
る
。）を
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
書
類
」
の
下
に
「
及
び
署
名
用
電
子
証
明
書
等
」を
加
え
る
。

第
八
十
一
条
の
八
第
一
項
中
「
名
称
」
の
下
に
「
又
は
当
該
告
知
の
際
に
署
名
用
電
子
証
明
書
等
の
送
信
を
受
け

た
旨
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
法
人
番
号
を
」
を
「
及
び
法
人
番
号
を
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
九
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
法
人
番
号
を
」
を
「
及
び
法
人
番
号
を
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
中
「
又
は
法
人
番
号
を
」
を
「
及
び
法
人
番
号
を
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
名
称
」
の
下
に
「
又
は
署
名
用
電
子
証
明
書
等
の
送
信
を
受
け
た
旨
」
を
加
え
、同
条
第
三
項
中「
届
出
書
を
、」

を
「
届
出
書
（
」
に
、「
を
添
付
し
て
」
を
「
の
添
付
が
あ
る
も
の
又
は
そ
の
提
出
の
際
に
そ
の
者
の
署
名
用
電
子
証

明
書
等
を
送
信
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。）を
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
書
類
」
の
下
に
「
及
び
署
名
用
電
子
証

明
書
等
」
を
加
え
る
。

第
八
十
一
条
の
十
二
第
一
項
中
「
名
称
」
の
下
に
「
又
は
署
名
用
電
子
証
明
書
等
の
送
信
を
受
け
た
旨
」を
加
え
、

同
条
第
四
項
中
「
書
類
」
の
下
に
「
及
び
署
名
用
電
子
証
明
書
等
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中「
又
は
法
人
番
号
を
」

を
「
及
び
法
人
番
号
を
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
十
七
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
法
人
番
号
を
」
を
「
及
び
法
人
番
号
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
提
示
し
な
け
れ
ば
」
を
「
提
示
し
、
又
は
署
名
用
電
子
証
明
書
等
を
送
信
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
書
類
に
記
載
さ
れ
た
」
を
「
書
類
又
は
署
名
用
電
子
証
明
書
等
に
記
載
又
は
記
録
が
さ
れ
た
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
二
十
第
一
項
中
「
範
囲
」
を
「
範
囲
等
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
二
十
一
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
法
人
番
号
を
」
を
「
及
び
法
人
番
号
を
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
名
称
」
の
下
に
「
又
は
署
名
用
電
子
証
明
書
等
の
送
信
を
受
け
た
旨
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
届
出
書

を
、」を
「
届
出
書
（
」
に
、「
を
添
付
し
て
」
を
「
の
添
付
が
あ
る
も
の
又
は
そ
の
提
出
の
際
に
そ
の
者
の
署
名
用
電

子
証
明
書
等
を
送
信
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。）を
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
書
類
を
含
む
。）及
び
」
を
「
書
類

及
び
署
名
用
電
子
証
明
書
等
を
含
む
。）及
び
」
に
、「
及
び
同
項
に
規
定
す
る
書
類
」
を
「
並
び
に
同
項
に
規
定
す
る

書
類
及
び
署
名
用
電
子
証
明
書
等
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
二
十
二
第
一
項
中
「
名
称
」
の
下
に
「
又
は
当
該
告
知
の
際
に
署
名
用
電
子
証
明
書
等
の
送
信
を

受
け
た
旨
」
を
加
え
る
。

第
八
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
、
第
八
十
一
条
の
二
十
九
第
一
項
及
び
第
八
十
一
条
の
三
十
三
第
一
項
中「
範
囲
」

を
「
範
囲
等
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
三
十
四
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
法
人
番
号
を
」
を
「
及
び
法
人
番
号
を
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
名
称
」
の
下
に
「
又
は
署
名
用
電
子
証
明
書
等
の
送
信
を
受
け
た
旨
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
届
出
書

を
、」を
「
届
出
書
（
」
に
、「
を
添
付
し
て
」
を
「
の
添
付
が
あ
る
も
の
又
は
そ
の
提
出
の
際
に
そ
の
者
の
署
名
用
電

子
証
明
書
等
を
送
信
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。）を
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
書
類
」
の
下
に
「
及
び
署
名
用
電

子
証
明
書
等
」
を
加
え
る
。

第
八
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
中
「
名
称
」
の
下
に
「
又
は
当
該
告
知
の
際
に
署
名
用
電
子
証
明
書
等
の
送
信
を

受
け
た
旨
」
を
加
え
る
。

第
八
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
百
六
十
一
条
第
十
一
号
（
」
を
「
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
十
五
号
（
」
に
改

め
、「
同
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
（
用
語
の
意
義
）
に
規
定
す
る
国
内
に
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
又
は
法

人
番
号
を
」
を
「
及
び
法
人
番
号
を
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
百
六
十
一
条
第
十
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
を

「
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
十
五
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
に
改
め
、「
同
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
国
内

に
」
を
削
る
。

第
八
十
五
条
第
一
項
中
「
第
百
六
十
一
条
第
十
二
号
」
を
「
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
十
六
号
」
に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
第
一
項
中
「
第
百
六
十
一
条
第
十
号
」
を
「
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、「
掲
げ

る
事
項
」
の
下
に「（
令
第
百
八
十
三
条
第
一
項
（
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
に
係
る
雑
所
得
の
金
額
の
計
算

上
控
除
す
る
保
険
料
等
）
に
規
定
す
る
年
金
に
あ
つ
て
は
、
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
第

四
号
中「（
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
に
係
る
雑
所
得
の
金
額
の
計
算
上
控
除
す
る
保
険
料
等
）」を
削
り
、
同

項
第
九
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

第
三
号
の
契
約
（
令
第
三
百
二
十
六
条
第
六
項
第
三
号
（
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
に
係
る
源
泉
徴

収
）
に
規
定
す
る
団
体
保
険
（
次
条
第
一
項
第
八
号
に
お
い
て
「
団
体
保
険
」
と
い
う
。）に
係
る
契
約
及
び
令

第
三
百
五
十
一
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
（
生
命
保
険
金
に
類
す
る
給
付
等
）
に
規
定
す
る
給
付
に

係
る
保
険
契
約
を
除
く
。）の
締
結
後
に
当
該
契
約
に
係
る
契
約
者
の
変
更
（
当
該
契
約
に
係
る
契
約
者
の
死
亡

に
伴
い
行
わ
れ
る
変
更
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
契
約
者
の
変
更
（
当
該
契
約
に
係
る
契
約
者
の
変
更
を
二
回
以
上
行
つ
た
場
合
に
は
、
最
後
の
契
約

者
の
変
更
）
前
の
契
約
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

ロ

当
該
契
約
に
係
る
現
契
約
者
が
払
い
込
ん
だ
保
険
料
又
は
掛
金
の
額

ハ

当
該
契
約
に
係
る
契
約
者
の
変
更
の
回
数

第
八
十
一
条
の
三
十
六
第
二
項
中
「
範
囲
」
を
「
範
囲
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
又
は
法
人
番
号

を
」
を
「
及
び
法
人
番
号
を
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
名
称
」
の
下
に
「
又
は
署
名
用
電
子
証
明
書
等
の
送
信

を
受
け
た
旨
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
届
出
書
を
、」を
「
記
載
し
た
届
出
書
（
」に
、

「
を
添
付
し
て
」
を
「
の
添
付
が
あ
る
も
の
又
は
そ
の
提
出
の
際
に
そ
の
者
の
署
名
用
電
子
証
明
書
等
を
送
信
し
て

い
る
も
の
に
限
る
。）を
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
」
を
「
記
載
さ
れ
て
い

る
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
書
類
を
含
む
。）及
び
」
を
「
書
類
及
び
署
名
用
電
子
証
明
書
等
を
含
む
。）及
び
」

に
、「
及
び
同
項
に
規
定
す
る
書
類
」
を
「
並
び
に
同
項
に
規
定
す
る
書
類
及
び
署
名
用
電
子
証
明
書
等
」
に
改
め
、

同
条
第
八
項
中
「
名
称
」
の
下
に
「
又
は
当
該
告
知
の
際
に
署
名
用
電
子
証
明
書
等
の
送
信
を
受
け
た
旨
」
を
加
え

る
。第

八
十
一
条
の
三
十
八
中
「
範
囲
」
を
「
範
囲
等
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
三
十
九
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
法
人
番
号
を
」
を
「
及
び
法
人
番
号
を
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
名
称
」
の
下
に
「
又
は
署
名
用
電
子
証
明
書
等
の
送
信
を
受
け
た
旨
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
届
出
書

を
、」を
「
届
出
書
（
」
に
、「
を
添
付
し
て
」
を
「
の
添
付
が
あ
る
も
の
又
は
そ
の
提
出
の
際
に
そ
の
者
の
署
名
用
電

子
証
明
書
等
を
送
信
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。）を
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
書
類
」
の
下
に
「
及
び
署
名
用
電

子
証
明
書
等
」
を
加
え
る
。

第
八
十
一
条
の
四
十
第
一
項
中
「
名
称
」
の
下
に
「
又
は
当
該
告
知
の
際
に
署
名
用
電
子
証
明
書
等
の
送
信
を
受

け
た
旨
」
を
加
え
る
。

第
八
十
二
条
第
一
項
中
「
第
百
六
十
一
条
第
四
号
」
を
「
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一

号
中
「
又
は
法
人
番
号
を
」
を
「
及
び
法
人
番
号
を
」
に
改
め
る
。

第
八
十
三
条
第
一
項
中
「
第
百
六
十
一
条
第
五
号
」
を
「
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一

号
中
「
、
基
金
利
息
（
」
を
「
、
金
銭
の
分
配
（
同
項
に
規
定
す
る
金
銭
の
分
配
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。）、
基
金
利
息
（
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
又
は
法
人
番
号
を
」
を
「
及
び
法
人
番
号
を
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
剰
余
金
の
分
配
」
の
下
に
「
、
金
銭
の
分
配
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
又
は
剰
余
金
の
分
配
」
を
「
、
剰

余
金
の
分
配
又
は
金
銭
の
分
配
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
剰
余
金
の
分
配
、」の
下
に「
金
銭
の
分
配
、」を
加
え
、

同
項
第
一
号
中
「
剰
余
金
の
分
配
」
の
下
に
「
、
金
銭
の
分
配
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中「
又
は
剰
余
金
の
分
配
」

を
「
、
剰
余
金
の
分
配
又
は
金
銭
の
分
配
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
内
国
法
人
等
に
対
し
て
支
払
う
」を
削
る
。
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